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株式会社オリエンタルコンサルタンツ 
横浜駅周辺地区において、横浜市と駅周辺施設の連携による 

デジタルサイネージを活用した災害時の情報発信が開始されました 
 

横浜駅は、１日約 190万人の乗降客数がある日本有数のターミナル駅であり、駅周辺には大型

商業施設や業務施設等が集積しているため、大規模な地震が発生した際には、多くの滞留者や帰

宅困難者の発生による混乱が生じることが想定されています。 

横浜市は、2023年 7月 19日、災害時の混乱防止や混乱状況を少しでも早く解消することを目

的として、横浜駅周辺の民間事業者等との連携により、駅周辺の商業施設や業務ビル、駅等に設

置されている 9事業者 142か所のデジタルサイネージ（電子看板）を活用して、災害時に滞留者

や帰宅困難者に対して統一的な情報発信を開始することを発表しました。 

今回の取組は、横浜市内で初めての取組として、横浜駅周辺地区の複数の民間事業者等との間

でデジタルサイネージを活用した情報発信の統一ルールを作成し運用開始したものになります。 

デジタルサイネージを活用して表示される情報は、地震・津波の災害種別に応じて、災害発生

直後から段階的に災害情報や安全確保に関するメッセージ、一時避難場所の案内などが表示され

る仕組みになっています。また、日本語だけでなく英語、中国語、韓国語の４カ国語に対応して

おります。 

当社グループの基幹会社である株式会社オリエンタルコンサルタンツ（本社：東京都渋谷区、

代表取締役社長：野崎秀則）は、横浜市から「令和４年度 横浜駅周辺地区都市再生安全確保計画

等の高度化検討業務委託」を受託し、デジタルサイネージを活用した情報発信の内容や運用方法

の検討、表示するコンテンツの作成等を担当いたしました。 

 

同社は、これからも地震や津波などの自然災害に対して、ハード・ソフトの両面から対策をご

提案し、地域の強靭化、国土の強靭化に向けた防災行政の支援を行ってまいります。  



【デジタルサイネージを活用した情報発信の表示例】 

 

 

 

【試験放映時の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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